2025 BIWAKO KIND REGATTA

MERTE (—HI 5 X)

1. BafE

1.1, FK&(F, 2025 48 A 31 B(B)., HERM7IET Y b/H—~—
(KiEh) REEBMI v MARDEEICL—IFBEEES. M5
FISTL—RHBMESN D,

2. BEEORFEE

21, BFt—Y rER. ARXRAE. RURS VT4 7k ASHM
PIHHHAGER. MRBOBARCEANLESE. HEVRE
HITELT—YOEEEEDT. BFRIHETHLASOREIS
BUTRRRICBMT 5L0ET 5. BFE. BHAR-TLS
ROBHICET 2—GOEAEHERCASLOTHY. L—RD
ARRUNERTEONBELOEEEFMOMBRLIYRLTY
THHEOTRAL,

3. BBURAl

3.1, AWEETEICEISTEENDHDHOERE. 2EL—XFEL
2025-2028 F£t+—Y VU BREMA. BAE—) VUERRE. &
BIEDOLEZY S RIL—ILRUVANERTEEERT 5,

4. BmHEE~OBE
41, BEE~OBEF. L—RKRHBIHBSNARBRIRIBRE
ns.

5 WMEETFENEER

51. MFEERENEEL. T1L—ADRE— FFEBLADEL LD
1 EERIBTE TISIB RSN S,

52. BEIZBWVWTIE, LIEZBIFALHEL YABEICEVEST 5.

6. &2

6.1. &EFIX, HEEREE. SAT7Pvsy bERIIZTOMDBEDZE
AAENREBRRALATNEL GGV, YTy FR—YEFSA
A—=YIF, BULGEAARZEARTEIEL, COHERX, R0 EE
BLTWS,

6.2. LRF21—R—MIHBBERHILELNHBIBEEICE"FOVSL
ZLIFTRY., TOREERT &, MBOLENGTNGEHIC
T, "CHRLEE-T RS &S

6.3. BELAHINBEEIC, FERFENERHOBEREL. LR
Fa—AR—FEETEELIGLoNDEEDHDH, ChoDR
ZIZETIETRIROLGIMER. RIEELIEENH S,

7. HERERE

71, BAORGEL-THERELT S,

7.2, &REIERE. ALXFRBAETICL—RRBICTRERESE
(FISHA D LAETNEEELSEWN, 2L, MohDEFITLYEH
RABRIBFLETITL—RAERBICTRERSER TV TER
WMEEICIE, TRERECZOEERLZTNEESEL,

R L L—AKRE
TEL 090-2354-8099 (FAK)
STEERY : 15:00~16:00
8. L—RDFE
8.1. g#&
8 A318(H)
10:55 —fBY S RE1 L—RFEES
10:56 —fBY S RE 1 L—REREES
11:00 —fYSRE1L—RRE—MMES

FlEfFEE2 L—RCBLICTER
8.2. E2L—RDFEHESHLIL. BLIZTETRT %,
83. 1 DOL—RFLIF—EDL—ANEELIBES ZEEMITE
EEMET L1002, PHIESERT HRIE b LI, BE 1
FEEBITHLUDCBDRE— RS54 VIEEBIET 5,

8.4. [RAIEL LT, 14:00 K Y&IZ, FEEBEHLAL,

9. Y5
9.1. —BYISADYSAMEIZIZ, BYCHEZERAWLS,

10. L=RTYF7RVEI—R

101 L—RTY7IE, HAICRENDI—RKEBREICESLZRE
N=KETH S,

10.2. v— V. BBLZTRBORRYRISTT EBYITHESNSD,

10.3. Y 5SRO —R(F, UTISRTTELSYTH D,
$-0—-20—-3—-D—-B—F

104. &3 —Y FAR— ¥4 FIZRTEMS AR TAER S0 (REF
FEY) .

1. =—5

MA. =5 1,23 AL O=ZAERITAET S,

11.2. RA—+rT—9[&. RE—KR—FOHICHET 24 LU D%
FrzL—Ra3yT 4 —EERER— FOIRICHBET 2 HEBOEK
P = B

113. 2429y 2av—YF. REA—KR—FORIHBET 2FREEB
FrzL—Ra3yT 4 —EERER— FOIRICHBET 2 HEBOEK
P = B

12. 8 —+

121, R —FMEBIR, RE—FKR— FOIRITHES 54 LY CiEEBIT
FL—RazvT4—ESHRLIYRELND,

12.2. L—RI&E, #8126 IZHWVRE2—+F B,

123. RE—+5 4 v1F, RE—KR—FOIKITHBST 2R E2— v —2
ETCALUCEDEEBELTVAR—ILE, R— FOIRICHLE
THRE— Y=V Da—RADEET B,

12.4. R4 —MMESD 10D LUBICR 42— b BEF. TRE2— kLG
of=1 ERBFEEND, COHEFRU M, SZEELTLS,

13. 24=v¥a

1831. 24 =29 vaSAvid. RE—R—FOWHIZHBET 271 =v Y
AV—Y L TERDEEBIELTWSR—ILE, R— bDIHIZHL
BI5714=viav—r0a—REDEET S,

132. 24=vvasqaviE, ROKRIZEY., a—RAFEISRIREIS
L. BLBAIFEIRTRICBBSE5E1H5.

14. 34 LUS Y b

141, RBERNAI—RZEFMEL T, T0s=Zvyatk, 45 SURIZT4=
wa LAWEER, BEGLIC Tos=yialighotz] &8
fREhd, COIHEE, HAI3D, M, B ZEEELTLS,

15. a—REH
151, a—Z2DOLY#F. EfEEShAEL, COEE, RAR2ZZLEFLT
W3,

16. U847

16.1. U A 79 BRI, HEZEFEONIL—ZRAT v T4 —K—
FHHVEL—RAMICTOEEER. BARXBBBAETICL
—RAHDY B4 TREBITH A V& LEFRIEESHEL,

17. ik

171 REBL &S ET 5. HA61OFRFITMZ, T4=v>a54
YHAZYTA—AR—FII RBOBRERSLGHAEE LR
(A

17.2. EBEL. L—RABTAFTE S, NBEREHUBHRNCL
—ZAABIRHE SN B TNEE SN,

17.3. RBEHHTVERIZZORDERRL—RICREEN T =y o
L%, FEREL—REEEMN. AEECAUEL—XETHE
WEWSESERE LR, E50MEVNADLL 602ET 5,



2025 BIWAKO KIND REGATTA

17.4. HEBOBRRE TSR, FEHTIEZIE 20 HLIRICAXERIRIC
BRENh D,

17.5. MEBICBHRT M. ML 20 2 LIRS ARIBRIRIC R
REhd, AXBTRREEZEL. NBOFMICHET 52 & (K
REBV)F. 4EBFEEANOEREICE S, RBICERT S50
BFE, BEENEEFRICEVTHUVHESASETH-RIELS
B, MBEHSIVIBERBESHBLAEN LBRICEK, —4
HHIVNITAEADLEEEFEDFTEBHNTHIA S,

18. A9V bEhdL—RE
18.1. &M L—RELH>TERRRIERILT %,

19. B DORE. BRFXBRUVE
191, IBRLORTEIZIE, 2025 FEBMFT U N—IC&BEES A LERAL
%, BESA LEHKITTRDEY,
BIER A L= GETE A L/EEMF 2 /\—) x100
BB oN—F. 2B RIRICEBTRINS,
19.2. J4=vyal,. TD®BVEAT. HIWNEEK LG oIS
IFUTOLSICHRNEZ NS,
146—1 2412 34r—3
44—4 5{r—5 6{r—6
193. J4=woalignozfE. HHWE) 247 L=, SmiE
DEIZHFLWEEZOBEANEZ NS, SIEE L. EHESBCK
YZDI ) —ZXADSMHBZITFITonztDE NS, kLS
hizfg. RE2—bFHEEC/DOENSBIE. S+ 112FL
wWgmahszond,

b— —
MEHETE OP V5 R)
% 1 EGHED) ~ 5 7 B(HEIRES5) R UE 15 B (a—R 50 ~
% 19 RORLORE, BAFRRUE L, —BY 52 EA—0H0
L9 %,

8. L—RDFPE
8.1. B
8 A 31 8(A)

11:00 #1L—RFEES
11:01 %1 L—RERBES
11:05 E1L—RRE2—FEF
FlEHEE2 L—R(BLIZTER)
82. OPYSAMRA—FIF, RAELT—HYISADRE—+D 5
nERET D,
8.3. FE2L—ROFEESHLIT. BLIZTHERT 5.
8.4. REIE LT, 14:05 LBRISFHESERE SN,

9. V32K
9.1. U SRMEIE. PIEERALD,

10. L—=RTYZ7RUFI—R

101, L—2T Y 7IE. HAICRESNZOI—RKEREIZESLEFRS
nfrKETH 5,

10.2. 7—91F. BBLFHCHORBRYRISET EBYICHESND,

10.3. OPYSAMa—RIF. UTFIZET EBYTH S,
S->0—-2—-@—F

104. X —HFR— b4 A FICRTEM S A B TIIELR S B0 (REE
FEY) .

11.=—5

1.1, v—2 1,23 [3mARR T T 5,

11.2. 28— kT —91E RE—R— FOHICHET 54 LY %S
FrzL—RAZ v T4 —EERER— FOWITHET 5FEDB
FIJ4&9 5,

M3, 214=v¥av—YiF. RE—KR—FOIRKIZHET HHERIEEE
Fr-Lb—R3AZ2 v T4 —EEMER— FOWITHET 5 HFEDHK
BIAET D,

12. 8 —+

121, R —FMEBIE, RE—FKR— FOIRITHES 54 LY CiEEBIT
fL—RazvT4—ESRLIYRELND,

12.2. L—RI&, 8126 IR WVRE2—+F B,

123. Z8—+SA viE, —&YSRERA—TH 5D,

12.4. R4 —MESD 10D LUBICR 24— bF BEF. TRE2—kLgh
of=1 LRBFEENDS, COHEFRU M, SZEELTLS,

13. 24=9¥a

1831. Z4z=9saSAviE, —BISRERA—TH 5,

13.2. J4=voasqA vk, ROKRIZEY., a—RARIZRIHEIC
L. BEAIF-ERATRICBESE 581 H 5,

14. 34 LUS Y b

14.1. REENAI—REFMELT. Zr=vatk, 30 HUURNIZT 4=
wa LAWOEER, BEGLIC Tos=yialighotz] &8
fkEnd, COHEL. RAI3D, M ABEFERELTWLS,

)

o
74Zy¥a
A4

A& —h
>4

Ja4Zya
A4

BC OPYSRI—2R



	1. 開催地
	1.1. 本大会は、2025年8月31日(日)、滋賀県柳ヶ崎ヨットハーバー(大津市)内琵琶湖ヨット倶楽部艇庫にレース本部を置き、柳ヶ崎沖にてレースが開催される。

	2. 運営者の責任範囲
	2.1. 日本セーリング連盟、公式役員、及びボランティアは、大会期間中における人身事故、物品の損失及び個人的な負傷、あるいは事故に関して一切の責任を負わず、選手はあくまでも自身の責任において本大会に参加するものとする。選手は、自身が乗っている艇の操縦に関する一切の責任を無限に負うものであり、レースの公示及び帆走指示書の内容はその責任を何ら制限したり減じたりするものではない。

	3. 競技規則
	3.1. 本帆走指示書によって変更のあるものを除き、全レースを通じ2025-2028年セーリング競技規則、日本セーリング連盟規定、各艇種の当該クラスルール及び本帆走指示書を適用する。

	4. 競技者への通告
	4.1. 競技者への通告は、レース本部に設置された公式掲示板に掲示される。

	5. 帆走指示書の変更
	5.1. 帆走指示書の変更は、第１レースのスタート予定時刻の遅くとも１時間前までに掲示される。
	5.2. 海上においては、L旗を掲げた本部艇より口頭により通告する。

	6. 安全
	6.1. 各選手は、出艇中は、ライフジャケットまたはその他の適切な個人用浮力体を着用しなければならない。ウエットスーツとドライスーツは、適切な個人用浮力体ではない。この項は、規則40を変更している。
	6.2. レスキューボートに救助を求める必要がある場合には"手のひらを広げて"振り、その意志を表すこと。救助の必要がない場合には、"こぶしを握って"振ること。
	6.3. 必要とみなされた場合に、各選手は帆走困難の艇を放棄し、レスキューボートに乗艇するよう命じられることがある。これらの安全に関する指示に従わない場合、失格となる場合がある。

	7. 出艇帰着申告
	7.1. 当日の受付をもって出艇申告とする。
	7.2. 各艇は着岸後、閉会式開始時刻までにレース本部にて帰着申告届けにサインしなければならない。ただし、何らかの事情により閉会式開始時刻までにレース本部にて帰着申告届けにサインできない場合には、下記連絡先にその旨連絡しなければならない。
	連 絡 先 ： レース本部
	TEL 090-2354-8099（青木）
	受付時間 ： 15:00～16:00

	8. レースの予定
	8.1. 日程
	8月31日(日)
	10:55　一般クラス第１レース予告信号
	10:56　一般クラス第１レース準備信号
	11:00　一般クラス第１レーススタート信号
	引き続き第２レース(海上にて指示)
	8.2. 第２レースの予告信号時刻は、海上にて指示する。
	8.3. 1つのレースまたは一連のレースが間もなく始まることを艇に注意を喚起するために、予告信号を発する最低5分以前に、音響1声とともにオレンジ色のスタートライン旗を掲揚する。
	8.4. 原則として、14:00より後に、予告信号を発しない。

	9. クラス旗
	9.1. 一般クラスのクラス旗には、BYC旗を用いる。

	10. レースエリア及びコース
	10.1. レースエリアは、図Ａに示されるコース水域図上におおよそ示された水域である。
	10.2. マークは、おおよそ図Ｂの見取り図に示すとおりに設定される。
	10.3. 一般クラスのコースは、以下に示すとおりである。
	Ｓ→①→②→③→①→③→Ｆ
	10.4. 各マークはポートサイドに見て回航されなければならない(反時計回り)。

	11. マーク
	11.1. マーク1,2,3はオレンジ色の三角錘形ブイとする。
	11.2. スタートマークは、スターボードの端に位置するオレンジ旗を掲げたレースコミッティー信号艇とポートの端に位置する赤色の球形ブイとする。
	11.3. フィニッシュマークは、スターボードの端に位置する青色旗を掲げたレースコミッティー信号艇とポートの端に位置する赤色の球形ブイとする。

	12. スタート
	12.1. スタート信号は、スターボードの端に位置するオレンジ旗を掲げたレースコミッティー信号艇より発せられる。
	12.2. レースは、規則26に従いスタートする。
	12.3. スタートラインは、スターボードの端に位置するスタートマーク上でオレンジ色の旗を掲揚しているポールと、ポートの端に位置するスタートマークのコース側の間とする。
	12.4. スタート信号の10分以降にスタートする艇は、「スタートしなかった」と記録される。この項は規則A4、A5を変更している。

	13. フィニッシュ
	13.1. フィニッシュラインは、スターボードの端に位置するフィニッシュマーク上で青色の旗を掲揚しているポールと、ポートの端に位置するフィニッシュマークのコース側の間とする。
	13.2. フィニッシュラインは、風の状況により、コース図に示す位置に対し、風上側または風下側に移動させる場合がある。

	14. タイムリミット
	14.1. 先頭艇がコースを帆走して、フィニッシュ後、45分以内にフィニッシュしない艇は、審問なしに「フィニッシュしなかった」と記録される。この項は、規則35、A4、A5を変更している。

	15. コース短縮
	15.1. コースのレグ数は、短縮されない。この項は、規則32を変更している。

	16. リタイア
	16.1. リタイアする艇は、出来るだけ速やかにレースコミッティーボートあるいはレース本部にその旨を伝え、閉会式開始時刻までにレース本部のリタイア報告書にサインをしなければならない。

	17. 抗議
	17.1. 抗議しようとする艇は、規則61の義務に加え、フィニッシュラインのコミッティーボートに、抗議の意思を示さなければならない。
	17.2. 抗議書は、レース本部で入手できる。抗議は抗議締切時間内にレース本部に提出されなければならない。
	17.3. 抗議締め切り時間はその日の最終レースに最終艇がフィニッシュした後、またはレース委員会が、本日はこれ以上レースを行わないという信号を発した後、どちらか遅い方から60分とする。
	17.4. 抗議の時間及び場所は、抗議締切時刻後20分以内に公式掲示板に掲示される。
	17.5. 抗議に関係する艇は、抗議締切時刻後20分以内に公式掲示板に発表される。公式掲示板を確認し、抗議の審問に出席すること(承認を含む)は、当事者各個人の責任による。抗議に関係する参加選手は、指定された場所において呼び出されるまで待たねばならない。抗議者あるいは被抗議者が出頭しなかった場合には、一方あるいは両方の当事者不在のまま審問が行われる。

	18. カウントされるレース数
	18.1. 最小１レースをもって本大会は成立する。

	19. 順位の決定、得点方式及び賞
	19.1. 順位の決定には、2025年琵琶湖ナンバーによる修正タイムを用いる。修正タイム算出式は下記の通り。
	19.2. フィニッシュし、その後リタイア、あるいは失格しなかった艇には以下のように得点が与えられる。
	19.3. フィニッシュしなかった艇、あるいはリタイアした艇は、参加艇の数に等しい順位の得点が与えられる。参加艇とは、主催者によりそのシリーズへの参加が受け付けられたものをいう。失格とされた艇、スタート手続きに従わなかった艇は、参加艇＋１に等しい得点が与えられる。

	8. レースの予定
	8.1. 日程
	引き続き第２レース(海上にて指示)
	8.2. ＯＰクラスのスタートは、原則として一般クラスのスタートの5分後とする。
	8.3. 第２レースの予告信号時刻は、海上にて指示する。
	8.4. 原則として、14:05以降に予告信号は発せられない。

	9. クラス旗
	9.1. クラス旗は、OP旗を用いる。

	10. レースエリア及びコース
	10.1. レースエリアは、図Ａに示されるコース水域図上におおよそ示された水域である。
	10.2. マークは、おおよそ図Ｃの見取り図に示すとおりに設定される。
	10.3. ＯＰクラスのコースは、以下に示すとおりである。
	Ｓ→①→②→③→Ｆ
	10.4. 各マークはポートサイドに見て回航されなければならない(反時計回り)。

	11. マーク
	11.1. マーク1,2,3は四角柱形ブイとする。
	11.2. スタートマークは、スターボードの端に位置するオレンジ旗を掲げたレースコミッティー信号艇とポートの端に位置する赤色の球形ブイとする。
	11.3. フィニッシュマークは、スターボードの端に位置する青色旗を掲げたレースコミッティー信号艇とポートの端に位置する赤色の球形ブイとする。

	12. スタート
	12.1. スタート信号は、スターボードの端に位置するオレンジ旗を掲げたレースコミッティー信号艇より発せられる。
	12.2. レースは、規則26に従いスタートする。
	12.3. スタートラインは、一般クラスと同一である。
	12.4. スタート信号の10分以降にスタートする艇は、「スタートしなかった」と記録される。この項は規則A4、A5を変更している。

	13. フィニッシュ
	13.1. フィニッシュラインは、一般クラスと同一である。
	13.2. フィニッシュラインは、風の状況により、コース図に示す位置に対し、風上側または風下側に移動させる場合がある。

	14. タイムリミット
	14.1. 先頭艇がコースを帆走して、フィニッシュ後、30分以内にフィニッシュしない艇は、審問なしに「フィニッシュしなかった」と記録される。この項は、規則35、A4、A5を変更している。


